
 

 

 

 
 

そお小学校と複式学習の結び付き 

本校は、１・２年生が単式で、３～４年生・５～６年生が複式という学級編成です。２
年生から３年生に上がるとき、学習方法に戸惑うことがないよう、単式の学年にも複式の
考え方を加味した学習ができるよう、校内での研修を積み重ねてまいりました。それは、
今の学習指導要領に示されている、「主体的、対話的で、深い学び」のある授業づくりとも
合致したものでもあります。 

６月初旬には外部講師を招聘し、複式授業におけるステップ
学習について職員研修をしました。複式学級では、一方の学年
が直接指導を受けている間、もう一方の学年は自分たちで学習
を進めなければなりません。その時に効果的に学習を進めるこ
とができるのがステップ学習（右図参照）です。複式授業にお

けるステップ学習とは、授業時間を①であいタイム、②ふかめ
タイム、③ひろめタイム、④まとめタイムの４つの構成に分け、
一つ一つのステップを踏んで学習を進めていくスタイルです。 
昨年度本校で、前任の古屋校長先生が児童に投げかけた「『そ

おなんだ』博士になろう！」は、この①～③のステップと一致
するものです。子供たち一人ひとりが「そおなんだ博士」をめ

ざして学習に見通しをもち、課題解決に向けて考えを深め、主
体性を養うことができるのです。 
我々が今めざしている複式学習のスタイルは、学習指導要領

に沿い、子どもが座して先生の言うことを待つだけではなく、
学びの主体者となるのに役立つのだという思いを深め、日々実
践を積み重ねてきております。１学期間、本校の教育に対して、
ご理解とご協力をいただき、本当にありがとうございました。 
本校の子供たちは、お陰様で保護者や地域の方々の温かさに

触れ、本当に素直で優しく成長してきています。学習面に関し
ては、複式学習の手法を活かし、さらに貪欲に己を鍛えようと
するたくましさを身に付けていけたらと思っています。 

これから始まる４２日間の夏休みは、子ども自身が興味をも
ったテーマに向かってどっぷり浸れる、有益な休み期間になっ
てほしいと思います。そして、一回り大きくなった「そおなん
だ博士」として２学期に出会えることを楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月８日(火)は、１学期ラストとなる「丸つけ先生」と「おは

なし会」の日でした。丸つけ先生では、「私たちの頭の体操」と

謙虚におっしゃりながら、毎週火曜日に子供たちの個別学習の

サポートをいただき、本当にありがたく思っています。また、お

はなし会も毎月これまで読んでいただいた本の記録をきちんと 

取られ、「次はこのお話にしよう」と意図的に、計画的に取り組んでくださる姿に頭が下

がる思いでした。巻頭で触れた「学びの主体者」を体現された皆さんの姿に子供たちが

触れることができるのも立派な学びと捉えています。２学期もよろしくお願いします。 
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『そおなんだ』博士になろう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「そおいうことか！ 

     今度からそおするよ」 

①であいタイム（課題の認識） 

ステップ学習（複式学習）の流れ 

②ふかめタイム（主体的な学び） 

③ひろめタイム（対話的な学び） 

④まとめタイム（深い学び） 

おはなし会後のミーティング 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


